（様式３）

【　　　　事業者名　　　　】
令和　　年　　月　　日選手村仮設施設整備に係るヒアリングシート
注記事項

· 「第20回アジア競技大会選手村後利用事業者募集要項　別紙１１」の資料２、資料４及び当会からの提供資料（仮設宿泊施設モデル図）の内容を前提に対話を行います。これらの資料をご覧頂き下記質問へご回答下さい。
· 仮設宿泊施設については、現行２階建て以下が原則となっておりますが、収容人数を増やすために３階建ての建設を目指して検討を進めています。そのため、一部の質問については、２階建てと３階建てについて、それぞれご回答ください。　　　　　　　　　　

	質問
番号
	項目
	質問
	回答

	１
	【宿泊】
供給数
	仮設宿泊施設モデル図と同等の仮設宿泊施設を整備することを前提とし、最大2,500戸を整備すると仮定した場合、何戸供給することが可能ですか。
	＜２階建て＞
＜３階建て＞


	２
	【宿泊】
スケジュール
	現在、仮設施設の整備期間は、外構工事を含めて13カ月（2025年3月～2026年3月）を想定しています。上記の供給可能戸数踏まえ、2026年3月末までにその戸数を整備する場合、契約が望ましいと考える年月、確認申請等の諸手続きを含む設計期間、部材等の製造期間、施工期間をご教示ください。
	＜２階建て＞
＜３階建て＞


	３
	【宿泊】
コスト
	供給いただく仮設宿泊施設１棟（２階建て：32戸、３階建て：48戸）あたりの整備費をご教示ください。また、スケールメリットがある場合は、それについてもご教示ください。（ex.30棟未満：●●円、30棟～50棟：●●円、51棟以上：●●万円）
	＜２階建て＞
＜３階建て＞


	４
	【宿泊】

委託方法
・契約
	当該工事において、県内地元企業を活用する可能性の有無についてご教示ください。（ex.基礎工事は地元企業に発注可能　等）
	＜２階建て・３階建て共通＞


	５
	【宿泊】

委託方法
・契約
	他社と提携、ＪＶの組成などを行う可能性はありますか。
	＜２階建て・３階建て共通＞


	６
	【宿泊】

委託方法
・契約
	仮設宿泊施設の整備にあたり、貴社以外の事業者に分割して発注する場合に、何か課題があればご教示ください。
	＜２階建て・３階建て共通＞


	７
	【宿泊】
委託方法
・契約
	提示の仮設宿泊施設を建設し、選手村として使用後に買取って頂くようなスキームの工事を発注した場合、対応可能ですか。その他、より良い契約方法がありましたらご教示ください。
	＜２階建て・３階建て共通＞


	８
	【宿泊】

再利用
・転用
	上記と関連して、当会としては、選手村として使用した仮設施設を使用した後に廃棄することは避けたいと考えています。提示の仮設宿泊施設について、選手村として使用した後に、別の場所で他の用途として再度使用することや、部分的に再利用する方策があればご教示ください。
	＜２階建て＞
＜３階建て＞


	９
	【宿泊】

再利用
・転用
	大会後の再利用を見据えて、長期耐久性や高強度を備えた建材を採用すると、整備コストの上昇が危惧されるところです。整備コストの削減と大会後の再利用をバランス良く満たすアイデアがあれば、ご教示ください。
	＜２階建て＞
＜３階建て＞


	10
	【宿泊】
その他
	提示の施設がプレハブ工法等で製品化されている場合は、製品名をご教示ください。その工法や製品が現在研究中等である場合は、その状況をご教示ください。
	＜２階建て＞
＜３階建て＞


	11
	【ｻｰﾋﾞｽ】
各種
アイデア
	選手村では、後利用事業者募集要項別紙11の資料2、資料4、資料6のとおり、宿泊施設以外の選手村機能の施設も整備する予定です。これらの資料を参照の上、仮にメインダイニングホール（10,000㎡）を仮設施設として整備する場合、可能であればその構造と整備費及び工期をご教示ください。
	

	12
	【ｻｰﾋﾞｽ】
各種
アイデア
	上記と関連して、仮設宿泊施設以外の仮設施設について、選手村として使用後に、別の場所で他の用途として再度使用することや、部分的に再利用する方策があればご教示ください。
	

	13
	【共通】
実績
	応急仮設住宅など、過去１０年間に建築基準法第８５条の許可を受けた建物を建設した実績がありましたらご教示ください。
	

	14
	【共通】
各種
アイデア
	当会としては、アジアの４５の国と地域の選手・チーム役員が一堂に会する場として質の高い選手村を整備し、愛知・名古屋大会の記憶の１シーンとして留めていただけることを目指しています。この機会を活用し、アジアに発信する又は貢献するようなアイデアや、選手村施設整備の在り方として新たな提案等ありましたらご教示ください。
	

	15
	【共通】

アクセシビリティ
	仮設宿泊施設におけるハード面のアクセシビリティの水準を、概ね以下の水準まで高めた場合、工期やコスト等に関して、それぞれどのような影響が想定されるでしょうか。
（1）「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律施行令」に定める「建築物移動等円滑化基準」及び愛知県の「人にやさしい街づくりの推進に関する条例」を満たす水準

（2）「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律施行令」に定める「建築物移動等円滑化基準」及び「Tokyo2020アクセシビリティ・ガイドライン」を満たす水準
	



